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1.取組の対象組織
□会社概要

【名称及び代表者】

林建設株式会社 代表取締役　　林　　　茂

【所在地】

■ 本社 富山県富山市二口町２丁目６番１２ (■ＥＡ２１の対象事業所)

■ ガレージ倉庫 富山県富山市西中野町２丁目２－１

■ 関東支店 埼玉県朝霞市本町１丁目３４番５号

■ 東京事業所 東京都港区芝５丁目１３番１０号　プラザ芝ビル602

【事業内容】

総合建設業 建築工事の設計・施工

【事業規模】

設立

資本金 ５０００万円

社員数 ４１名

売上高 １９．２億円 (令和4年10月期)

【事業年度】 １１月から翌年１０月

□認証・登録の対象組織

【登録事業者名】 林建設株式会社

【対象事業所】 本社　富山県富山市二口町２丁目６番１２

関東支店　埼玉県朝霞市本町１丁目３４番５号

【活動】 建築工事の設計・施工

【環境管理責任者】 金谷勝彦（取締役統括本部長）

中村麻里（管理責任者事務局）

※｢環境経営目標｣｢環境経営計画｣｢環境活動評価及び見直し｣においての本社及び現場は

　　本社：本社事務所及びガレージ倉庫

　　現場：現場事務所　　　としています。

※｢東京事業所｣は、関東支店の慶應現場事務所　です。

平成20年11月27日
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2.環境経営方針

基本理念

林建設株式会社は、地域から愛され続ける企業を目指すため、

環境と共存しながら地球環境の保全や地域の環境活動に

積極的に貢献する。

行動方針

1.電力および化石燃料使用量の削減による、二酸化炭素排出量の削減

2.廃棄物の削減

3.水使用量の削減

4.環境に配慮した施工方法や製品の採用

当社は上記方針を全社員に周知し、環境関連法規を遵守し、

地域の環境活動へ積極的に参加し、環境保全に努め、

継続的改善を行うことを誓約します。

制定日：2020年6月1日

代表取締役

林　　茂
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　　　　3.林建設株式会社 環境経営システム組織図及び役割・責任・権限表

　代表取締役

　　林　茂

　環境管理責任者

　　金谷勝彦

　環境事務局

　　中村麻里

　関東支店 　事務部門 　営業部門 　建築部門

　　福井淑弘 　　松井浩透 　　板川　隆 　　萩野　勉

　東京事業所

役割・責任・権限

【代表者】

代表取締役　林　　茂 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムに必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を用意

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・経営者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

【環境管理責任者】

取締役統括本部長　 ・環境経営システムの構築、実施、管理

　　　　　金谷　勝彦 ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

【環境事務局】

中村　麻里 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック

・「環境関連法規等取りまとめ表」の作成

・「環境関連法規等取りまとめ表」に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)

【各部】

松井　事務部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

板川　営業部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

萩野　建築部門長 ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

【全従業員】

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2023年

ＥＡ２１の対象事業所→認証
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4-1.環境経営目標と実績-本社

2021年 2022年 2022年 達成率

基準年 目標 実績

基準年比 99%

基準年比 100%

－ － 24,626 － －

基準年比 99%

基準年比 98%

※電気-二酸化炭素排出係数0.497を使用 (北陸電力2019年二酸化炭素排出係数参照)

※化学物質は使用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　　　項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

電気使用量の削減
(冬期の融雪含む)

kWh 24,726

※内勤者:距離が毎年同じ
→燃費のｷｰﾌﾟ

24,566

自動車燃料の削減
(化石燃料使用量の削
減)

l 5,259 5,259 5,352

24,479

209

水
使
用
量
の

削
減

上水道使用量の削減 ㎥ 150 148

上記二酸化炭素排出量合計　㎏-co2

99%

99%

達成
状況

100% ○

△

○

△

98%

150

廃
棄
物
の

削
減

一般廃棄物の削減 kg 209 207
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4-2.環境経営目標と実績-現場

2021年 2022年 2022年 達成率

基準年 目標 実績

基準年比 99%

基準年比 99%

基準年比 99%

－ － 94,956 － －

基準年比 140.0%

基準年比 98%

基準年比 98%

基準年比 －

基準年比 －

※電気-二酸化炭素排出係数0.497を使用 (北陸電力2019年二酸化炭素排出係数参照)

※化学物質は使用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　　　項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

電気使用量の削減 kWh 113,143

※技術者と営業(社用車含
む)

化石燃料使用量の削
減
(冬期の灯油)

l 2,840

33,181

自動車燃料の削減
(化石燃料使用量の削
減)

l 35,137 34,786 32,288

112,012

2,812 1,428

廃
棄
物
の

削
減

リサイクル可能廃棄
物の分別排出

ﾘｻｲｸﾙ率 70.0 98.0 93.2

665 679

※リサイクル率のｷｰﾌﾟ

産業廃棄物の削減(全
体)

ｔ 2,232.315 2,187.669 2,232

環
境
に
配
慮
し
た

施
工
方
法

環境配慮の促進
(施工方法-NETIS(新技
術情報提供システム)の
活用による評価点アッ
プ)

NETIS
活用件数

0

環境問題への取組み
(騒音･振動)

測定
実施率

0.0

水
使
用
量
の

削
減

水使用量の削減 ㎥ 679

上記二酸化炭素排出量(+軽油)合計
　　　　　　　　　　　　　　　㎏-co2

100.0 0

1 0

達成
状況

338%

108%

197%

95%

無

98%

0%

0%

○

○

○

×
再生不
可有

×
解体現
場含

○

無

98%
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5-1.環境経営目標-本社

2022年 2023年 2024年 2025年

基準年 目標 目標 目標

基準年比 99% 98% 97%

基準年比 100% 100% 100%

24,307 － － －

基準年比 99% 98% 97%

基準年比 98% 95% 90%

※電気-二酸化炭素排出係数0.484を使用 (北陸電力2021年二酸化炭素排出係数参照)

※化学物質は使用しない

水
使
用
量
の

削
減

kWh

l

kg

㎥

電気使用量の削減
(冬期の融雪含む)

自動車燃料の削減
(化石燃料使用量の削
減)

※内勤者:距離が毎年同じ→
燃費のｷｰﾌﾟ

一般廃棄物の削減

上水道使用量の削減 150 147 143 135

24,566 24,320 24,075 23,829

5,352 5,352 5,352 5,352

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　　　項目

209 207 205 203

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

廃
棄
物
の

削
減

上記二酸化炭素排出量合計　㎏-co2
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5-2.環境経営目標-現場

2022年 2023年 2024年 2025年

基準年 目標 目標 目標

基準年比 99% 98% 97%

基準年比 99% 98% 97%

基準年比 99% 98% 97%

94,524 － － －

基準年比 100.0% 100.0% 100.0%

基準年比 98% 95% 90%

基準年比 98% 95% 90%

基準年比 110% 130% 150%

基準年比 100% 100% 100%

※電気-二酸化炭素排出係数0.484を使用 (北陸電力2021年二酸化炭素排出係数参照)

※化学物質は使用しない

1,399 1,385

98.0

1,414

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　　　項目

電気使用量の削減 kWh 33,181 32,849 32,517 32,186

自動車燃料の削減
(化石燃料使用量の削
減)

l 32,288 31,965 31,642 31,319

水
使
用
量
の

削
減

水使用量の削減 ㎥ 679 665 645 611

2,120.699 2,009.084

リサイクル可能廃棄物
の分別排出

ﾘｻｲｸﾙ率 98.0 98.0

2,187.669

98.0

廃
棄
物
の

削
減

※リサイクル率のｷｰﾌﾟ

化石燃料使用量の削減
(冬期の灯油)

l 1,428

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

産業廃棄物の削減(全
体)

ｔ 2,232.315

※技術者と営業(社用車含
む)

上記二酸化炭素排出量合計　㎏-co2

環
境
に
配
慮
し
た

施
工
方
法

NETIS
活用件数

0 1 1 1

環境問題への取組み
(騒音･振動)

測定
実施率

0.0 100.0 100.0 100.0

環境配慮の促進
(施工方法-NETIS(新技
術情報提供システム)
の活用による評価点
アップ)
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6-1.環境経営計画･環境活動評価及び見直し-本社

取組 評価 次回取組

照明器具の省エネ型使用

冷房(26℃)･暖房(22℃)温度の徹底管理

エアコンの省エネ型への更新

昼休みの消灯

不要電源のOFF

待機電力の削減

アイドリングストップの徹底

空気圧の適正化

事務所ゴミの分別徹底

使用済み用紙の裏利用の徹底

両面コピーの推進

出来るだけモノクロ印刷を使用する

古新聞､古雑誌の回収(リサイクルの促進)

社内､外の連絡には電子メールを使用

漏水がないか定期的に点検

節水運動の促進

項目

LED照明･高効率空調機器への
切り替えの効果。

内勤者変更無しにも関わら
ず、各月では未達成有りだ
が、累計では達成。

換気機器にﾛｽﾅｲを使うことで､
空調への負担を減らし､電気使
用量の削減につなげる。

不要な休日出勤を無くす。

継続的に改善。

社用車のハイブリット車への
切替えの効果。

内勤者変更無しにも関わら
ず、各月では未達成有りだ
が、累計ではほぼ達成。

内勤者の人数を月ごとに確認
し、目標値を1人当たりの平均
にする。

直行･直帰を推進する。

継続的に改善。

自動車燃料の削減
(化石燃料使用量の削減)

水
使
用
量
の

削
減

上水道使用量の削減

※内勤者:距離が毎年同じ→
燃費のｷｰﾌﾟ

廃
棄
物
の

削
減

一般廃棄物の削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

電気使用量の削減
(冬期の融雪含む)

現取組効果あり。 内勤者の人数を月ごとに確認
し、目標値を1人当たりの平均
にする。

継続的に改善。

内勤者変更無しにも関わら
ず、各月では未達成有りだ
が、累計ではほぼ達成。

内勤者の人数を月ごとに確認
し、目標値を1人当たりの平均
にする。

継続的に改善。

エコドライブの推進(急発進･急加速･急ブ
レーキの抑制)
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6-2.環境経営計画･環境活動評価及び見直し-現場

取組 評価 次回取組

冷房(26℃)･暖房(22℃)温度の徹底管理

昼休みの消灯

不要電源のOFF

待機電力の削減

アイドリングストップの徹底

不要荷物の積み込み禁止

空気圧の適正化

作業休止時のエンジン停止(重機･ダンプ等)

暖房用燃料の適正使用

リサイクル可能廃棄物の分別排出

産業廃棄物の削減

節水運動の促進

騒音測定　85db以下

振動測定　75db以下

日曜日・休日における作業を行わない

項目

※技術者と営業(社用車含
む)

リサイクル可能廃棄物の分
別排出

環
境
に
配
慮
し
た

施
工
方
法

環境配慮の促進
(施工方法-NETIS(新技術情
報提供システム)の活用によ
る評価点アップ)

環境問題への取組み
(騒音･振動)

水
使
用
量

の
削
減

※リサイクル率のキープ

産業廃棄物の削減(全体)

廃
棄
物
の

削
減

自動車燃料の削減
(化石燃料使用量の削減)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減

電気使用量の削減

化石燃料使用量の削減
(冬期の灯油)

水使用量の削減

年間を通して達成。 (働き方改革)
残業を減らす。
第4土曜日完全休日を徹底。
不要な休日出勤を無くす。

現場の数を月ごとに確認し、
目標値を現場当たりの平均に
する。

継続的に改善。

年間を通して達成。 職員配置の際、自宅からの距
離を考慮。

現場の人数を月ごとに確認
し、目標値を1人当たりの平均
にする。

継続的に改善。

達成。 現場の数を月ごとに確認し、
目標値を現場当たりの平均に
する。

エコドライブの推進(急発進･急加速･急ブ
レーキの抑制)

12月より1500ccクラス､2000cc以上クラスの
車で燃費比較実施

電子マニフェスト採用の為、契約の産
業廃棄物の種類でしか測定できない
が、ほぼリサイクル可能。

目標値変更(70%→98%)

現場の状況や工事内容によって変化。
今年度は解体現場を含む為、未達。

現場の数を月ごとに確認し、
目標値を現場当たりの平均に
する。

作業可能な時間帯･1日における延べ作業時
間･同一場所における作業日数の遵守

NETIS(新技術情報提供システム)を理解し活
用することで公共工事の評点アップに繋がる
取組みを積極的に行う

累計では達成しているが、数
量不明の現場有り。

現場の数を月ごとに確認し、
目標値を現場当たりの平均に
する。

対象現場無し。 各検討会にて情報提供。

実施可能な技術の情報提供。

対象現場無し。 現取組の継続。
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  7.環境関連法規
①主な環境関連法規等の遵守状況

    環境関連法規の遵守状況を確認した結果､違反はありませんでした。

環境法規制等の名称/略称 遵守状況

廃棄物処理法 〇

適正な廃棄物処理 廃PCB特別措置法 〇

労働安全衛生法 〇

リサイクル法 〇

再生資源利用省令 〇

 指定副産物利用促進省令 〇

建設リサイクル法 〇

 容器包装リサイクル法 〇

家電リサイクル法 〇

大気汚染防止法 〇

建設業に係る特定地域における自動車排出

窒素酸化物の排出の抑制を図るための指針

オフロード法 〇

オゾン層保護法 〇

フロン排出抑制法 〇

建築物の建設 建築基準法 〇

騒音規制 騒音規制法 〇

振動規制 振動規制法 〇

悪臭防止 悪臭防止法 〇

水質汚濁防止 下水道法 〇

土壌汚染防止 土壌汚染対策法 〇

特定小電力無線機の使用 電波法 〇

環境影響評価 環境影響評価法 〇

高圧ガスボンベ使用 高圧ガス保安法 〇

省エネ法 〇

地球温暖化･省エネルギー 建築物省エネ法 〇

都市低炭素化法（エコまち法） 〇

②違反、訴訟等の有無

    対象期間において､関係機関からの指摘､利害関係者からの起訴も

　　ありませんでした。

環境関連項目

環
境
問
題
へ
の
取
組

少量危険物､指定可燃物の取
扱い

消防法 〇

リサイクルの推進

大気汚染防止 〇

オゾン層の保護
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  8.代表者による全体の評価と見直し･指示

弊社のSDGsゴールに目標7｢エネルギーをみんなにそしてクリーンに｣を追加し、

全社員の環境マネジメントへの取組む意識向上を求めました。

今年度も社員数の増減や工事作業所の環境の違いなどの要因で

環境目標値に達成しなかった項目がありました。

未達だった項目は至った経緯を精査し、弊社に合った取組みに変更して

環境経営目標が達成できるように、今後も引き続き努力したいと思います。

環境方針 なし 教育等 なし 苦情 なし

環境目標 あり 不適合 なし

環境活動計画 あり 是正処置 なし

実施体制 なし
リスク管理
(予防処置) あり

法規制 なし

作成日

更新日

代表取締役

2023年8月22日

林　　茂

【見直しの必要性】 【その他】

2023年5月22日
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